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Research and development of very small aperture terminals (VSAT) that can be installed by
easy operations during disasters
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	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み
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	短い研究開発期間の中で、携帯電話等が繋がらない場合でもボタンひとつで誰でも衛星通信が利用でき、電話・インターネットなどが使用可能になるプロトタイプVSATを完成したことは、今後の災害対応等に貢献する礎を築けたと思料する。
	本研究の運営委員会にて委員としてご協力頂いた有識者の方々、及び各地域の防災関連フォーラム、協議会等において今回の研究開発内容を披露する機会を多数作り、積極的に研究開発の目標等をご説明したところ、いずれも多くの方々から研究目的についての強い共感・賛同を得ることが出来た。特に2013年3月25日～26日に東北大学等で行なわれた耐災害ICT研究シンポジウムでは、緊急時に未経験者でも利用可能なところに多くの賛同の声を頂いた。また、東日本大震災の被災地であり、震災発生直後に通信回線断絶という状況を経験した宮...
	今後、自治体・民間企業等への紹介による潜在ユーザーの掘り起こしを行いつつ、本研究開発技術の実用化に向けた検討を進めていく。
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